
農林水産省 関東農政局 （GFPコミュニティ構築⽀援加速化対策委託事業（地方版））主催

参加無料/事前登録制日時
令和7年１1月6日（木）

１０：００～１６：3０(開場9：30）

新東京ビル８階 Room D
（東京都千代田区丸の内三丁目3番1号）

会場

※各プログラム内容・時間配分は、現時点での予定であり、今後変更になる可能性があります。ご了承ください。

青果物の輸出サプライチェーンの要「国内物流」を中心に、事例紹介＆討議を実施します！

開催案内

定員

午前の部＜セミナー＞
10:00～12:00

午後の部＜パネルディスカッション＞

13:00～16:30

•青果物の輸出拡大に向けた取組と輸出

産地への期待
(一社)日本青果物輸出促進協議会 坂 治己氏

•輸出の魅力の紹介

～日本産青果物の現地販売動向～(仮)
㈱パン・パシフィック・インターナショナルホールディン

グス(PPIH)  大橋 芳彦氏

•特徴的な物流事例の紹介

− 成田市場を活用した産地間連携
JAL Agriport㈱ 永易 俊氏

− 大規模輸出産地に至るまでの変遷
アグベル㈱ 丸山 桂佑氏

− 市場便を活用した輸出物流体制
JAうつのみや 佐藤 隆史氏

テーマ①：出荷ロットに応じた国内物流の選択

テーマ②：サプライチェーン構築と物流課題への対応

【パネラー】青果物生産者・生産者団体６者程度

【アドバイザー】

•日本通運㈱ 佐原 潤氏

•㈱アライドコーポレーション 今井 政樹氏

•シティ青果成田市場㈱  宮山 伸二氏

• (一社)日本青果物

輸出促進協議会 坂 治己氏

【ファシリテーター】

•有限責任監査法人トーマツ 林 剛史氏

現地開催＋オンライン配信 現地開催のみ

課題を持つ生産者・団体とアドバイザーによる

物流課題解決に向けたパネルディスカッション

会場80名、オンライン200名（ハイブリッド開催）
※オンライン配信は午前の部（セミナー）のみ

青果物輸出産地形成セミナー

物流課題の解決に向けて



問合せ先
青果物輸出産地形成セミナー事務局(有限責任監査法人トーマツ) 担当： 中村、新堰、當麻

Email： gfp_kanto@tohmatsu.co.jp 電話番号：070-4512-8429

会場案内

新東京ビル8階 Room D
住所：

東京都千代田区丸の内三丁目3番1号

アクセス：

•東京駅京葉線5番出口から1分

•日比谷駅B7出口から2分

•二重橋駅出口1から2分

申込方法

登壇者紹介

https://forms.office.com/e/272bW7pMdR

申込締切：令和7年10月31日（金）17:00
応募受付フォーム：

※ 複数名でご参加の場合は、お一人ずつお申込みください。

※ GFP（農林水産物・食品輸出プロジェクト）コミュニティサイトへの登録者を対象に、

輸出に関する情報提供や専門家による個別支援等の支援メニューをご提供しています。

未登録の方は、上記の応募受付フォーム内の案内より、是非ご登録ください。

【講師】㈱パン・パシフィック・インターナショナルホールディングス

 (PPIH) フレッシュフード海外事業MD戦略本部

フレッシュフード責任者 大橋芳彦
「ジャパンブランド・スペシャリティストア」として米国・アジアを中心に

約120店舗を展開するグループの生鮮食品を担当。店舗展開の

中で地域・国ごとに異なるニーズを分析し、商品展開を行う。産地

と連携し安定的で効率的なサプライチェーン構築にも取り組む

【挨拶・アドバイザー】一般社団法人日本青果物輸出促進

協議会専務理事 坂治己

国産の青果物とその加工品の輸出促進を目的に、国内外でのPR

活動や展示会・セミナー等の実施、輸出環境整備等に関する検

討会開催及び輸出事業者による輸出活動の支援等の活動を行

う。2025年8月時点で94団体が所属

【アドバイザー】日本通運株式会社

国際航空貨物第六営業部営業第二課課長佐原潤

航空、船舶、鉄道、トラック、倉庫、ITを駆使し、高品質でサステ

ナブルなロジスティクスをグローバルで提供する会社において、生鮮・

食品関連の国際輸送を担当。青果物輸出における効率的な物

流構築に関する実証事業・運営等を行う

【講師】JAL Agriport株式会社

管理部主任 永易俊

2022年度からいちごの輸出に取り組む。成田市場を活用し、日本

各地の産地と連携した輸出体制を構築。JALグループの強みを生

かした国内物流の構築、産地から現地までの一貫したコールド

チェーン構築にも取り組む

【アドバイザー】株式会社アライドコーポレーション

海外事業部今井政樹

タイに現地法人を有し、現地ニーズの把握から産地育成～物流～

販促～販売(売り切りまで)を一気通貫で実施。2024年10月には

One Bangkok内MITSUKOSHI DEPACHIKA内にて青果売り場

「FRUITS HEARTS」をオープン

【アドバイザー】シティ青果成田市場株式会社

取締役営業部長 宮山伸二

2022年に開場した「ワンストップ輸出拠点機能」(輸出証明取得

から検疫までを市場で対応可能)を有する成田市場にて、果実の

仕入れ、産地との連携等を担当。豊洲市場と成田市場とで連携

した輸出体制の構築にも取り組む

【講師】アグベル株式会社

代表取締役 丸山桂佑

2017年に家業のぶどう農家を継承、輸出は2019年から開始。

2020年に法人を設立、自社選果場を運営。自社農園に加え、

近隣農家と連携した輸出体制を構築。市場を通さない体制で輸

出コスト削減、リードタイム短縮に取り組む

【ファシリテーター】有限責任監査法人トーマツ

マネージングディレクター 林剛史

2024年度より農林水産省地方GFPのプロジェクトマネジメント、昨

年度関東GFP「いちご生産者輸出フォーラム」のファシリテーター等を

担当。農林水産ビジネス推進ユニットにて、持続可能なフードチェー

ン構築支援、データ駆動型農業実証等多数の事業に従事

【講師】JAうつのみや

営農部総合販売課調査役 佐藤隆史

全農栃木と連携し栃木県のブランド梨「にっこり」、ブランドいちご

「とちあいか」の輸出に取り組む。共同集荷場・市場便を活用し、

生産者に負担のない形で国内需要に合わない大玉を輸出する体

制を構築

【パネラー】

関東管内の青果物生産者・生産者団体6者程度を予定

mailto:gfp_kanto@tohmatsu.co.jp
https://forms.office.com/e/272bW7pMdR
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